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おおくに ぬしの みこと やち ほこ くにぐに 

これ も 大国 主命が、 八 千 矛 をつ えに ついて、 国々 

ある とき 

をめ ぐって 歩いて おいでになる 時の ことでした。 ある 

ときせ つつの くに なにわ つ みな 

時摂津 国の 難 波の 律までお いでになります と、 見慣れ 

かみ うみ わたむ き 

ない 神 さまが、 海 を 渡って 向こうから やって来ました。 

みこと 

命が、 

「あなた はだれ です ご 

き かみ 

とお 聞きになります と、 その 神 さま は、 

しらぎくに わた き 

「わたし は 新羅 の 国から はるばる 渡つ て 来た 

あまの ひ ぼ このみ こと くに 

天日 矛 命と いう ものです。 どうぞ この 国の 中で、 わ 
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